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首
藤
明
和
先
生
か
ら
『
日
本
と
中
国
の
家
族

制
度
研
究
』
の
書
評
執
筆
の
ご
指
名
を
た
ま

わ
っ
た
際
、
タ
イ
ト
ル
と
目
次
に
惹
か
れ
、
依

頼
を
引
き
受
け
た
も
の
の
、
い
ざ
本
書
を
手
に

と
り
、
読
み
始
め
た
瞬
間
か
ら
、
自
ら
の
浅
は

か
さ
に
後
悔
の
念
を
抱
い
た
。
と
い
う
の
も
、

日
本
の
家
研
究
の
大
家
お
よ
び
、
漢
人
親
族
研

究
の
権
威
が
長
年
の
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、
家

族
制
度
研
究
の
最
前
線
を
執
筆
し
た
大
書
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
勉
強
の
一
環
と
し
て
各
著
者
の

論
考
を
拝
読
し
て
い
た
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の

研
究
を
少
し
か
じ
っ
た
程
度
の
私
に
は
到
底
書

評
を
書
け
る
よ
う
な
書
籍
で
は
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
で
気
分
の
浮
き
沈
み

が
激
し
い
こ
の
頃
、
本
書
の
重
厚
な
問
い
を
前

に
し
て
読
み
始
め
て
は
中
断
し
、
ま
た
読
み
始

め
て
は
中
断
と
い
う
作
業
の
繰
り
返
し
で
あ
っ

た
。

　
し
か
し
、
評
者
は
こ
れ
を
貴
重
な
学
び
の

チ
ャ
ン
ス
と
し
て
捉
え
、
理
解
で
き
た
点
や
疑

問
に
思
っ
た
点
を
書
評
の
最
後
に
素
直
に
提
示

し
た
。
評
者
の
理
解
不
足
や
知
識
不
足
に
つ
い

て
は
、ご
教
示
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
以
下
は
本
書
の
目
次
で
あ
る
。

　
緒
言

第
一
部
　
日
本
の
家

　「
西
洋
」
を
乗
り
越
え
て
│
│
「
家
（
イ
エ
）」

は
血
縁
集
団
で
は
な
い

　
日
本
の
家
・
再
考
│
│
東
ア
ジ
ア
稲
作
社
会

の
視
点
か
ら

　
日
本
農
村
に
お
け
る
「
家
」
│
│
明
治
民
法

施
行
前
の
東
北
地
方
農
村

　
仏
教
寺
院
と
家

　
日
本
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
モ
ダ
ン
と
「
常
民
」

「
タ
テ
社
会
の
人
間
関
係
」
の
再
考
│
│

近
世
被
差
別
民
の
民
俗
文
化
及
び
「
草
場

株
」
な
ど
郷
を
基
盤
と
し
た
社
会
結
合
の

分
析
か
ら

　
家
と
近
代
化
│
│
柳
田
国
男
の
家
族
論
を
と

お
し
て

　
有
賀
喜
左
衛
門
の
民
族
的
性
格
論
と
家
・
村

論

　
近
世
都
市
の
大
商
家
に
お
け
る
家
・
同
族

│
│
三
井
を
事
例
と
し
て

　
伝
統
の
再
創
造
│
│
家
と
会
社

第
二
部
　
中
国
の
家
族

　
家
族
・
社
会
・
国
家
│
│
伝
統
中
国
に
お
け

る
「
家
国
」
意
識
の
形
成
と
そ
の
超
克
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漢
人
親
族
の
再
考
│
│
台
湾
農
村
の
人
々
の

「
好
命
」（
幸
運
）と
家
屋
の
分
析
を
通
じ
て

　
方
法
論
的
相
対
主
義
は
い
か
に
し
て
可
能
か

│
│
台
湾
に
お
け
る
親
族
研
究
か
ら

第
三
部
　
日
本
の
家
と
中
国
の
家
族

　
日
本
と
中
国
の
家
族
制
度
比
較
研
究
│
│
親

密
圏
再
考
の
た
め
の
基
礎
と
し
て

　「
器
」
と
し
て
み
る
家
族
│
│
東
ア
ジ
ア
・

日
本
か
ら
の
家
族
概
念
へ
の
問
い

　
あ
と
が
き

　
本
書
の
タ
イ
ト
ル
は
『
日
本
と
中
国
の
家
族

制
度
研
究
』
で
あ
る
。
目
次
か
ら
も
分
か
る
よ

う
に
、
日
本
の
家
族
制
度
研
究
に
あ
た
る
部
分

は
、
第
一
部
の
「
日
本
の
家
」
研
究
で
あ
る
。

ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
章
の
内
容
を
簡
潔
に
ま
と

め
る
。

　「「
西
洋
」を
乗
り
越
え
て
」（H

arum
i Befu

）

に
お
い
て
は
、
タ
イ
ト
ル
に
掲
げ
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、「
家
」
は
血
縁
集
団
で
は
な
い
と

い
う
主
張
が
展
開
さ
れ
る
。「
家
は
必
須
条
件

と
し
て
生
物
学
的
連
鎖
を
欠
如
し
、
血
縁
単
位

と
し
て
の
意
味
を
失
う
。
本
質
的
な
こ
と
で
あ

り
極
め
て
重
要
な
こ
と
は
、「
家
」
は
基
本
的

に
は
経
済
組
織

0

0

0

0

で
あ
り
二
の
次
に
の
み
血
縁
集

団
で
あ
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
家
は
、
多
く

の
場
合
は
、
血
縁
を
基
に
し
た
構
成
員
か
ら
な

る
、
居
住
空
間
を
中
心
と
し
た
経
済
単
位
で
は

あ
る
が
、
世
代
か
ら
世
代
へ
の
血
縁
関
係
の
継

承
は
、「
家
」
の
形
成
、
存
続
の
た
め
の
必
須

条
件
で
は
な
い
」（
二
七
頁
。
傍
点
は
評
者
に

よ
る
も
の
。
以
下
同
様
）
こ
と
を
喝
破
す
る
。

　「
日
本
の
家
・
再
考
」（
藤
井
勝
）
で
は
、
東

ア
ジ
ア
稲
作
社
会
の
視
点
か
ら
日
本
の
家
を
再

考
し
、
経
済
行
為
、
私
的
な
生
活
行
為
に
と

ど
ま
ら
ず
ム
ラ
や
領
主
に
対
す
る
社
会
的
責

任
、「
分
限
」「
役
儀
」
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る

「
株0

」
と
し
て
の
家

0

0

0

0

0

が
持
つ
公
的
な
性
格
に
光

を
当
て
る
。
ま
た
、
稲
作
社
会
と
い
う
共
通
の

生
業
を
持
つ
社
会
の
国
際
比
較
の
重
要
性
も
指

摘
し
た
。

　「
日
本
農
村
に
お
け
る
「
家
」」（
細
谷
昂
）
に

お
い
て
は
、
明
治
民
法
実
施
以
前
、
つ
ま
り

近
世
か
ら
明
治
初
頭
の
日
本
農
村
に
お
け
る

「
家
」
を
分
析
し
、
嫡
長
男
相
続
を
重
要
な
規

範
と
し
て
規
定
す
る
明
治
民
法
の
家
と
は
大
き

く
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
具
体
的
に
、
長

男
、
男
子
、
ま
た
は
長
女
相
続
へ
の
こ
だ
わ
り

が
少
な
い
家
の
家
族
形
態
と
し
て
の
直
系
家
族

制
の
家
族
を
析
出
し
た
。

　「
仏
教
寺
院
と
家
」（
森
本
一
彦
）
で
は
、「
日

本
の
伝
統
的
家
族
と
さ
れ
る
家
は
、
家
名
・
家

産
・
家
業
を
も
ち
、
永
続
し
て
い
こ
う
と
す
る

も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
」(

九
七
頁)

、「
日

本
の
伝
統
的
家
族
で
あ
る
家
」（
九
八
頁
）
と

記
述
す
る
よ
う
に
、
家
を
日
本
の
伝
統
的
な
家

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

族0

と
し
て
捉
え
、
仏
教
寺
院
と
先
祖
祭
祀
と
い

う
観
点
か
ら
家
を
再
検
討
し
た
。
半
檀
家
と
い

う
慣
行
を
分
析
対
象
と
し
て
、
仏
教
寺
院
と
信

者
と
の
関
係
を
検
討
し
、「
江
戸
時
代
に
お
い

て
半
檀
家
か
ら
一
家
一
寺
へ
と
変
化
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
双
系
的
先
祖
祭
祀
か
ら
単
系
的
先

祖
祭
祀
へ
と
移
行
し
た
。
単
系
的
先
祖
祭
祀
が

一
般
的
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
ら
し
い
家

が
確
立
し
た
」
と
指
摘
す
る
（
一
一
七
頁)

。

　「
日
本
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
モ
ダ
ン
と
「
常
民
」

「
タ
テ
社
会
の
人
間
関
係
」
の
再
考
」（
首
藤
明

和
）
に
お
い
て
は
、「
常
民
」
に
対
し
て
、
被

差
別
部
落
の
民
俗
伝
承
を
通
じ
て
再
考
す
る
と

と
も
に
、
近
世
被
差
別
民
に
み
る
郷
（
惣
村
）

を
基
盤
と
し
た
社
会
結
合
、
な
か
で
も
「
旦
那

場
」
の
権
益
と
関
連
し
た
「
株
」
の
存
在
に
着
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目
し
、
近
代
日
本
人
の
人
間
関
係
モ
デ
ル
と
さ

れ
た
「
タ
テ
社
会
の
人
間
関
係
」
を
再
考
す

る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
被
差
別
部
落
に
お
い
て

伝
承
さ
れ
て
き
た
民
俗
文
化
に
は
、
家
の
継
承

を
軸
と
し
た
「
常
民
」
の
あ
り
方
と
は
異
な
る

文
化
が
存
在
す
る
。
そ
こ
で
は
異
質
な
も
の
と

の
共
生
が
実
践
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
実
践

を
支
え
る
実
質
的
で
経
験
的
、
認
知
的
な
価
値

観
の
共
有
が
散
見
さ
れ
る
と
指
摘
す
る
。
こ
の

よ
う
な
価
値
観
の
共
有
は
、「
ヨ
コ
社
会
の
人

間
関
係
」
と
合
わ
さ
っ
て
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
モ

ダ
ン
に
お
け
る
ハ
イ
ブ
リ
デ
ィ
テ
ィ
（
実
質
合

理
性
）
の
作
動
を
下
支
え
し
て
い
る
と
結
論
づ

け
る
。

　「
家
と
近
代
化
」（
宋
金
文
）
で
は
、
柳
田
の

家
族
論
の
特
徴
は
、
家
族
を
労
働
組
織

0

0

0

0

0

0

0

と
し
て

捉
え
て
い
る
点
に
あ
る
と
指
摘
す
る
。
柳
田
は

家
族
が
労
働
の
組
織
で
あ
る
以
上
、
労
働
の
あ

り
方
の
変
化
に
よ
っ
て
家
族
も
変
化
し
て
い
く

と
捉
え
る
一
方
、
家
が
ま
す
ま
す
独
立
分
立
す

る
こ
と
に
大
き
な
懸
念
を
示
し
た
。
と
い
う
の

も
、
近
代
化
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
農
民
の

貧
困
化
、
家
族
の
分
化
・
崩
壊
、
ま
た
は
家
族

制
度
の
変
化
、
家
の
分
解
が
人
々
の
信
仰
や
価

値
観
に
与
え
る
影
響
が
危
惧
さ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。

　「
有
賀
喜
左
衛
門
の
民
族
的
性
格
論
と
家
・

村
論
」（
高
橋
明
善
）
で
は
、
有
賀
喜
左
衛
門

が
日
本
的
特
質
を
強
調
し
て
論
じ
た
「
家
・
村

理
論
」
の
形
成
発
展
過
程
に
つ
い
て
再
検
討
す

る
。
有
賀
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
取
る
こ
と

が
で
き
る
と
述
べ
る
が
、
と
り
わ
け
日
本
の
家

と
村
を
内
在
的
に
理
解
し
よ
う
と
し
た
有
賀
の

実
証
研
究
を
高
く
評
価
す
る
。
さ
ら
に
日
本
の

伝
統
を
強
調
し
続
け
て
き
た
有
賀
が
、
晩
年
に

は
国
際
的
な
文
化
の
伝
播
と
交
流
を
通
し
て
、

民
族
の
伝
統
の
基
盤
の
上
に
文
化
が
変
動
す
る

こ
と
を
主
張
し
、
国
際
比
較
論
の
視
点
を
打
ち

出
し
て
い
た
こ
と
に
著
者
は
留
意
す
る
。
日
本

の
伝
統
を
問
い
な
が
ら
、
国
際
比
較
を
行
お
う

と
す
る
有
賀
の
姿
勢
か
ら
、
後
続
の
研
究
者
は

自
ら
の
問
題
意
識
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
こ

と
、
各
々
に
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
あ
り
方
の
反

省
を
迫
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　「
近
世
都
市
の
大
商
家
に
お
け
る
家
・
同
族
」

（
多
田
哲
久
）
で
は
、
三
井
を
事
例
と
し
て
、

近
世
都
市
の
大
商
家
に
お
け
る
家
・
同
族
を
扱

い
、
従
来
の
よ
う
に
系
譜
関
係
と
経
営
共
同
・

生
活
共
同
を
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
不
可
分
の
現
実

と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
潜
在
的
な
可
能

性
レ
ベ
ル
ま
で
掘
り
下
げ
る
と
い
う
新
た
な
手

法
を
提
唱
す
る
。
こ
う
し
た
視
点
を
取
り
入
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
捉
え
る
こ

と
の
で
き
な
か
っ
た
都
市
部
の
家
・
同
族
を
把

握
で
き
る
可
能
性
が
開
け
て
く
る
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。

　「
伝
統
の
再
創
造
」（
王
向
華
）
の
章
に
お
い

て
は
、
著
者
は
陳
其
南
の
研
究
に
依
拠
し
、
伝

統
的
な
中
国
の
家
族
は
、
血
統
の
側
面
に
重
き

を
置
く
の
に
対
し
て
、
日
本
の
家
族
は
、
経
済

的
側
面
に
い
っ
そ
う
価
値
を
置
く
と
い
う
。
著

者
に
よ
る
と
、
日
本
の
家
族
は
経
済
実
体
と
し

0

0

0

0

0

0

て
の
家
族

0

0

0

0

を
維
持
す
る
た
め
に
、
家
族
の
血
縁

関
係
を
血
統
外
に
も
広
げ
る
こ
と
に
寛
容
で
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
日
本
で
は
、
家
長
が
、
血
縁
関

係
に
あ
る
者
以
外
の
婿
養
子
に
家
を
継
が
せ
る

ケ
ー
ス
が
多
々
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

さ
ら
に
血
縁
関
係
の
継
承
よ
り
も
家
の
継
承
に

重
き
が
置
か
れ
る
こ
と
は
、
会
社
の
文
脈
で
も

み
ら
れ
る
と
述
べ
る
。

　
以
上
が
日
本
の
家
族
制
度
に
関
す
る
論
考
で

あ
る
。
つ
ぎ
は
、
第
二
部
に
お
け
る
中
国
の
家
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族
制
度
に
関
す
る
章
を
紹
介
す
る
。

　「
家
族
・
社
会
・
国
家
」（
陳
其
南
）
に
お
い

て
は
、
伝
統
的
な
知
識
人
層
と
り
わ
け
儒
学
者

を
取
り
上
げ
、
彼
ら
の
認
識
、
論
述
、
発
展
、

実
践
、
過
去
へ
の
省
察
と
い
う
観
点
か
ら
、
中

国
の
歴
史
上
、
総
体
的
な
役
割
を
担
っ
て
き
た

家
族
・
親
族
と
い
う
主
題
を
総
合
的
に
検
討
す

る
。
著
者
に
よ
る
と
、
古
典
儒
学
が
打
ち
立
て

た
「
家
国
」
倫
理
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
宋
代
に
世
俗

実
践
さ
れ
、
家
族
宗
族
の
社
会
実
態
を
形
成
し

た
。
明
代
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
総
体
的
な

「
家
族
意
理
」
は
省
察
的
な
儒
学
者
の
批
判
を

受
け
る
よ
う
に
な
り
、
多
く
の
儒
学
者
に
よ
っ

て
そ
の
超
越
や
克
服
が
試
み
ら
れ
て
き
た
。
さ

ら
に
非
血
縁
性
の
公
共
領
域
と
、
非
家
族
宗
族

の
社
会
集
団
の
設
立
も
儒
学
者
に
よ
っ
て
め
ざ

さ
れ
た
。
し
か
しstate

の
漢
語
訳
が
「
国
家
」

で
あ
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
こ
の
二

つ
の
文
字
は
「
家0

」
の
束
縛
か
ら
完
全
に
抜
け

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

出
し
て
は
い
な
い

0

0

0

0

0

0

0

、
そ
う
著
者
は
主
張
す
る
。

つ
ま
り
著
者
に
よ
る
と
「
家
族
意
理
」
は
、
社

会
と
政
治
体
制
の
西
洋
化
あ
る
い
は
現
代
化
が

進
ん
だ
と
し
て
も
い
ま
だ
に
消
失
し
て
い
な
い

の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
家
族
意
理

0

0

0

0

」
を
民

0

0

族0

、
国
家

0

0

、
社
会

0

0

、
公
共
集
団
の
領
域
に
意
識

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

レ
ベ
ル
で
転
化
し
よ
う
と
し
て
も

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
常
に
失
敗

0

0

0

0

に
終
わ
っ
て
し
ま
う

0

0

0

0

0

0

0

0

の
で
あ
る
。
ま
た
表
象

上
、
既
に
西
洋
化
し
た
現
代
社
会
の
公
共
領
域

や
国
家
政
治
に
お
い
て
、
公
徳
と
私
徳
の
矛
盾

や
、
国
家
と
家
族
、
国
家
と
社
会
の
衝
突
は
、

常
に
出
現
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　「
漢
人
親
族
の
再
考
」（
林
瑋
嬪
）
で
は
、
先

述
し
た
陳
其
南
の
「
房fang

」
と
「
家
族jia-

zu

」
の
捉
え
方
、
身
体
論
（
肉
と
骨
）
と
家
屋

の
配
置
と
の
関
連
な
ど
を
取
り
上
げ
、
日
常
生

活
の
中
で
の
親
子
関
係
や
親
族
関
係
の
実
践
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
息
子
と
娘
と
の
違

い
、
婚
後
娘
と
生
家
と
の
関
係
を
捉
え
る
こ
と

で
、
男
性
的
な
側
面
と
し
て
の
父
系
の
継
承

と
、
女
性
的
な
側
面
と
し
て
父
系
出
自
の
再
生

産
を
総
合
的
に
考
察
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
れ
を

「
好
命
」（
幸
運
）と
い
う
現
地
語
を
用
い
て
、

親
子
関
係
は
単
に
血
統
で
決
ま
る
も
の
で
は
な

く
、
日
々
の
実
践
の
中
で
親
子
関
係
、
親
族
関

係
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
浮
き
彫
り
に
し

た
。

　「
方
法
論
的
相
対
主
義
は
い
か
に
し
て
可
能

か
」（
王
向
華
・
邱
愷
欣
）
に
お
い
て
は
、
陳

其
南
の
「
房
」
と
「
家
族
」
の
研
究
を
、
リ

ニ
ー
ジ
を
用
い
て
機
能
集
団
と
し
て
の
宗
族
の

分
析
を
手
掛
け
て
き
た
Ｍ
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
と

の
比
較
を
通
し
て
明
ら
か
に
す
る
一
方
、
台
湾

人
で
あ
る
陳
其
南
の
限
界
に
つ
い
て
も
言
及
す

る
。
著
者
に
よ
る
と
、
陳
は
「
房
」
の
連
続
性

を
自
明
視
し
て
お
り
、「
房
」
の
連
続
性
が
何

故
重
要
視
さ
れ
る
の
か
を
問
う
こ
と
は
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
こ
そ
深
く
追
求
す
べ

き
問
題
で
あ
る
と
捉
え
直
し
、「
気
」
と
「
形
」

は
漢
人
親
族
シ
ス
テ
ム
に
深
い
影
響
を
与
え

て
い
る
と
指
摘
し
、
漢
人
親
族
シ
ス
テ
ム
で

〈
房
〉
の
連
続
性
が
重
要
視
さ
れ
る
理
由
を
究

明
し
た
。

　
最
後
の
部
は
、
二
つ
の
章
か
ら
な
る
。

　「
日
本
と
中
国
の
家
族
制
度
比
較
研
究
」（
首

藤
明
和
）
に
お
い
て
は
、
江
戸
初
期
か
ら
昭
和

初
期
に
お
け
る
農
民
の
「
家
・
同
族
」
と
中
国

の
「
房
・
宗
族
」
を
比
較
し
、「
家
・
同
族
」

と
「
房
・
宗
族
」
が
も
つ
二
つ
の
性
格
、
つ
ま

り
内
部
の
生
活
者
に
果
た
す
「
対
内
的
関
係

（
生
活
）」
と
、
村
、
領
主
な
ど
の
公
的
社
会
に

果
た
す
「
対
外
的
な
関
係
（
支
配
）」
を
分
析

す
る
。
為
政
者
側
に
よ
る
支
配
と
、
生
活
者
側
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の
「
生
活
組
織
」
と
し
て
の
相
互
扶
助
と
い
う

要
望
に
よ
り
、「
家
・
同
族
」
ま
た
は
「
房
・

宗
族
」
は
相
互
規
定
さ
れ
な
が
ら
歴
史
的
に
変

化
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と

し
た
。

　「「
器
」
と
し
て
み
る
家
族
」（
中
村
則
弘
）
で

は
、「
家
族
の
概
念
に
つ
い
て
婚
姻
を
大
き
な

軸
と
し
た
関
係
性
か
ら
捉
え
よ
う
と
す
る
こ

と
」(

四
三
九
頁)

に
対
す
る
疑
問
か
ら
出
発

し
、「
器
」
と
し
て
の
家
族
と
い
う
新
し
い
見

方
を
提
示
し
た
。
福
井
市
内
の
農
村
地
域
の
事

例
調
査
か
ら
、
家
族
は
広
い
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
を

持
ち
、
多
様
な
関
係
が
錯
綜
し
て
い
る
こ
と
、

そ
の
家
族
に
は
中
国
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
父
系

血
縁
集
団
の
原
則
が
ほ
と
ん
ど
作
用
せ
ず
、
原

則
が
弱
く
、
状
況
決
定
的
で
あ
る
と
い
う
。
さ

ら
に
、「
器
」
を
形
づ
く
る
枠
は
、
同
居
す
る

こ
と
か
ら
派
生
す
る
よ
う
な
親
密
感
や
感
情
融

合
を
、
直
接
的
な
い
し
は
間
接
的
・
擬
制
的
に

共
有
す
る
こ
と
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

　
以
上
が
本
書
の
内
容
の
要
約
で
あ
る
。
家
は

経
営
体
で
あ
り
、
労
働
組
織
、
経
済
組
織
、
経

済
実
体
で
あ
る
以
上
、
必
ず
し
も
血
縁
集
団
で

は
な
い
。
仮
に
家
は
家
族
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
家
は
家
族
で
あ

る
必
然
性
は
な
い
。
各
章
の
そ
れ
ぞ
れ
の
議
論

は
、
い
ず
れ
も
納
得
の
い
く
も
の
で
あ
り
、
読

者
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
と

と
も
に
、
既
存
の
問
題
に
対
し
て
新
た
な
視
点

を
提
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
書
に
お
い
て
強

調
さ
れ
て
き
た
家
は
家
族
、
親
族
、
村
と
緊
密

に
関
連
し
合
い
、
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
で

あ
る
と
い
う
主
張
を
疑
う
こ
と
も
で
き
な
い
。

さ
ら
に
「
家
は
あ
っ
て
も
家
族
は
な
い
」(

四

二
九
頁)

と
首
藤
明
和
が
表
現
し
た
通
り
に
、

日
本
の
家
族
は
家
に
包
括
さ
れ
て
い
る
と
理
解

す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
家
族

社
会
学
者
と
し
て
少
し
無
い
物
ね
だ
り
を
し
て

み
た
い
。
家
研
究
を
も
っ
て
日
本
の
家
族
制
度

研
究
と
み
な
し
て
本
当
に
よ
か
ろ
う
か
と
。
日

本
の
家
族
制
度
を
論
じ
る
と
き
に
、
家
研
究
以

外
の
も
の
、
家
研
究
か
ら
零
れ
落
ち
て
い
く
も

の
は
存
在
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
戦
後
の

日
本
家
族
を
、
家
制
度
を
用
い
て
ど
の
ぐ
ら
い

分
析
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
本
書
に
対

す
る
評
者
の
率
直
な
疑
問
で
は
あ
る
が
、
同
時

に
評
者
を
含
む
日
本
の
家
族
社
会
学
者
へ
の
問

い
で
も
あ
る
。

　
い
っ
ぽ
う
第
一
部
の
家
研
究
に
比
べ
る
と
、

第
二
部
の
中
国
の
家
族
研
究
は
ず
い
ぶ
ん
コ
ン

パ
ク
ト
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
が
、
充
実
し
た

内
容
で
あ
る
。
陳
其
南
の
「
房
」
と
「
家
族
」

の
捉
え
方
を
中
心
と
し
、
儒
学
者
の
家
族
観
か

ら
、
今
日
の
台
湾
人
に
よ
る
家
族
・
親
族
の
実

践
に
ま
で
考
察
の
範
囲
が
及
ぶ
と
同
時
に
、
陳

其
南
研
究
の
限
界
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
中
国

人
の
実
感
と
し
て
は
、
ど
ち
ら
も
腑
に
落
ち
る

研
究
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、「
家
国
」
倫
理

パ
ラ
ダ
イ
ム
、
す
な
わ
ち
家
族
原
理
を
用
い

て
、
国
家
を
統
治
す
る
と
い
う
パ
ラ
ダ
イ
ム

は
、
い
ま
だ
に
中
国
社
会
で
根
強
く
機
能
し
、

家
族
原
理
か
ら
抜
け
出
し
、
社
会
、
公
共
集
団

を
構
築
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
突
き
付
け
ら
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
日
本
と
中
国
の
家
族
制
度
を
概
観
し
た
う

え
で
、
日
本
の
「
家
・
同
族
」
も
、
中
国
の

「
房
・
宗
族
」
も
、
為
政
者
側
の
支
配
に
よ
り

大
き
く
変
化
す
る
と
と
も
に
、
生
活
者
側
の
相

互
扶
助
と
い
う
要
望
に
よ
っ
て
も
大
き
く
規
定

さ
れ
る
こ
と
を
、
本
書
の
編
者
で
あ
り
著
者
で

も
あ
る
首
藤
明
和
は
指
摘
す
る
。
ま
た
、
家
族
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は
場
を
共
有
し
、
と
も
に
生
活
し
て
い
る
人
々

の
営
み
で
あ
る
以
上
、
家
族
と
は
常
に
「
器
」

と
し
て
の
家
族
で
あ
る
こ
と
も
首
肯
で
き
る
。

こ
う
し
た
共
通
点
が
存
在
す
る
と
同
時
に
、
日

本
社
会
に
と
っ
て
の
「
家
・
同
族
」、
中
国
社

会
に
と
っ
て
の
「
房
・
宗
族
」
は
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
特
徴
を
持
っ
た
社
会
に
根
差
し
、
今
日
の

社
会
の
あ
り
方
を
形
作
っ
て
い
る
こ
と
も
看
過

で
き
な
い
。

　
本
書
全
体
を
通
し
て
、
内
在
的
な
視
点
か
ら

日
本
の
家
と
村
を
実
証
研
究
し
、
国
際
比
較
の

視
点
を
打
ち
出
し
た
有
賀
喜
左
衛
門
に
倣
い
、

日
本
人
と
は
、
日
本
と
は
、
日
本
の
伝
統
と
は

何
か
。
同
様
に
、
中
国
人
と
は
、
中
国
と
は
、

中
国
の
伝
統
と
は
何
か
、
評
者
は
さ
ら
に
追
究

し
て
み
た
く
な
っ
た
。
本
書
は
各
著
者
が
日
本

と
中
国
の
家
族
制
度
に
つ
い
て
根
本
か
ら
問
い

か
け
て
い
る
た
め
、
自
ら
の
問
題
意
識
を
反
省

し
、
自
ら
の
問
い
を
よ
り
深
く
追
究
す
る
よ
う

導
い
て
く
れ
る
一
冊
で
あ
る
。
評
者
に
と
っ
て

は
遙
か
に
理
解
の
能
力
を
超
え
た
一
冊
で
は
あ

る
が
、
書
評
を
執
筆
す
る
貴
重
な
機
会
を
い
た

だ
け
た
こ
と
に
対
し
、
改
め
て
首
藤
明
和
先
生

に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。


